
令和３年度第３回食の安心・安全意見交換会の開催結果について 

 

令和３年１１月１日 

農    政    課 

  

食の安心・安全に関する取組に府民の意見を反映させるため、府内の消費者団体を対象に

食の安心・安全意見交換会を開催しており、今年度３回目となる意見交換会を開催しました。 

 

１ 日 時  令和３年 10月 14日（木）14:00～15:30 

２ 場 所  zoomミーティング 

３ 出席者  消費者団体２団体７名 

京都府（農政課、生活衛生課）５名 

４ テーマ 

第６次京都府食の安心・安全行動計画の策定について 

５ 概 要 

（１）主な質疑応答 

Q.  テイクアウトを始める事業者や飲食店による自動販売機での販売については、何

かしらの対策等を講じているのか。 

A.  運搬時の衛生管理、調理後の速やかな喫食などを指導。自動販売機内調理が行

われるものについては、保健所において自販機の設置場所が衛生的か、自販機の

衛生能力が十分かなどを確認して必要な指導している。 

 

Q.  持続可能な農業には、後継者不足対策や省力化・自動化技術の普及の視点も入っ

ているのか。 

A. 行動計画への記載はないが、京都府全体の取組として推進している。農林水産

業に係るスマート技術の展示イベントでの周知や農業者とのマッチング等をして

いるほか、京都府の研究施設においてはスマート技術の研究も行っている。 

 

Q.  ICTを活用した研修会には、どのような方が参加しているのか。 

A. ICTを活用した研修では、これまで高齢層に偏っていた参加者の年齢層が、若

齢層に広がりが見られるようになった。ICTが不得意な方や環境がない方もいる

ので、オンラインと会場の併催のような方法をとっている。 

（２）アンケート結果 

ア アンケート平均点  ３．８点（５点満点） 

 

イ 主な意見・感想 

・ 行動計画への意見募集（パブリックコメント）を発信するために概要が理解出来

てよかった 

・ 本日も話題になったスマート農業など興味を持った 

・ 若い世代の食育及び食の安全教育を進められるヤングリーダーの取組は素晴らし

いが、実体験なしではうまく進まないので、今後の展開に期待 


